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　目的･･ 児童・生徒にとこって興味関･^'が'ある調理学習rあうが｀，現状におけう問題焉,･ま多

い。調理火習二

ながるピまでいかれている。いっも時間^ 勝り合わせで進められzいる学習，また作業場L

ぜを舒分的にIDみ担当i るこむが溥いこと専ヵヽら如識技能箸の尽でも問題ビなる。そこで

調理実習においでこれらの問題左少しr も解汰でさればy考え。調理実習時における学

習指尊まと開発し実践検討を行つか｡＜斗エーひ常習＞本研究は。でらに調理計画段階り

俘習指尊法£,能卑ｲL £図弓・考えろ場t をうける■知識左積極的に得る等の観点,ヵヽう考

え. 実践検討£行つ長。

　方畝：本哭習前に班･り才で代表着がつ名，学級兪負心前でし用具瓦使用し／学習内容

左言語化・動ｲ乍ｲしする。代表者が問遠った言語ｲじ動ｲ抑し£ L た爵，あるいは. それに対

して奄見がある時，観家参加酋が｀挙手いず乱その稜夜間･意^を｡とし合い全員弊加のむ

ｌに掌習拍動ゲ｀行われう学習形態ヒし（（模擬営習>　教材はや俘校第六芳年rサントA

，斗が乍ろうＪ授業後. 模髪学習にっいマ児童･ 授業参観看ド　ｓ一段階評ｲ画法，自由記述

旅，支草完成法により調査s行･，耘。

　結果; <）授業参観看によろ模擬学習に対す５評/i≫ii. Mlか。た。( 知識。強化- 学習・）

物牢化等）②児童は，模擬学習をみ-I。まちがIヽが'iつ々ヽつt-- '),考えたりした者が多に

(I）模擬営習の名作にっいｙ　一嗇ヤ授案参観,-t よ'j , 化の名称がよいヒの鳶見が‘出々れた，




